
ALL HAT防災訓練
灘の浜こもれび広場で開催

なぎさ防コミ通信

プログラム
１０時～ 担架でけが人を運ぼう

車いすを人力君でけん引しよう
発電機を回してライトをつけよう
１００円で買える防災グッズを展示

１１時～ 防災用品があたるビンゴ大会

１１時４５分頃～
非常食（カレー・400食）
ご飯を炊いてみんなで準備して食べよう

今年は摩耶海岸通りでイベントを行いますので、ぜひご参加ください。
当日ボランティアとしてお手伝いいただける方は、
なぎさ福祉センターまでご連絡下さい。 ℡：078-871-6122

９月２０日（土）
１０時～１３時



自宅避難
●なぎさ地区の概要と避難所の状況

住民数: 7,500人
指定避難所: 渚中学校、灘の浜小学校
避難所の収容人数: 合計400名
両校には備蓄物資がありません

●大規模災害時に必要な備蓄物資（3日分）
7,500人分の3日間の備蓄量
水: 3L × 7,500人 = 22,500L
食料: 3食 × 7,500人 = 22,500食
大量の物資が必要となり、備蓄できません

●大規模災害発生時のリスクと課題
避難所を開設しても、物資の到着は遅れることが予想されます
南海トラフ地震のような大規模災害時には、被害地域が広範囲に及び
太平洋沿岸部の甚大被害地域への支援が優先されます
比較的被害の軽い地域への物資・救援は後回しになる可能性があります
支援が届くまでの間、住民自身が水や食料を備蓄する必要があります

●なぎさ地区の特性と検討事項
なぎさ地区の住宅は主に中高層マンションで構成されています
マンション特有の課題として、停電時にはエレベーターが使えません
階段の昇降が必要となり、高齢者や要支援者の移動が困難になります
支援物資が到着した際、特に支援が必要な要支援者や高齢者への
配布方法を事前に検討する必要があります
各マンションの管理組合や自治会ごとに、
具体的な配布計画を話し合うことが望まれます

自分の命は自分で守りましょう

なぎさ防コミでは各種イベントのボランティアを募集中です
なぎさ福祉センターまでご連絡ください。

℡：078-871-6122


